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ごみ減量速報

　
11
月
9
日（
金
）か
ら
15
日（
木
）

ま
で
は
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

　平成 24 年 4 ～９月における市民１人
１日あたりのごみ排出量は 736㌘で、基
準値 782㌘からの減量率は 5.9％でした。
　ごみ 30％減量での目標値 547㌘まで、
あと 189㌘です。
　これは、食パン（４枚切
り）２枚分に相当します。
　引き続き、ごみの減量
にご協力をお願いします。
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③
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は
、
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④
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。

　

目
撃
し
た
場
合
は
直
ち
に
通
報
を

　
近
年
、
瀬
戸
内
市
内
で
は
一
部

の
心
な
い
人
に
よ
る
山
や
海
へ
の

不
法
投
棄
が
後
を
絶
た
ず
、
年
間

約
20
件
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
不
法
投
棄
さ
れ
る
ご
み
の
中
に

は
、
市
外
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
物

も
多
く
、
ご
み
量
の
増
加
の
一
因

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
景
観
の
悪
化
や
廃
家
電

か
ら
漏
れ
出
し
た
有
害
物
質
に
よ

る
土
壌
汚
染
も
懸
念
さ
れ
ま
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。
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。
刑
罰
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５
年
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懲
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も
し
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１
千
万
円
以
下
の
罰
金
ま
た
は
そ

の
併
料
」と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

投
棄
現
場
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目
撃
し
た
と
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瀬
戸
内
警
察
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か
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環
境

課
へ
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報
し
て
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。

　
美
し
い
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を
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い
し
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。
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の
で
、
間
違
え
な
い
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ご
注
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く
だ
さ
い
。

　
分
別
に
あ
た
っ
て
は
、
左
表
を

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
収
集
す
る
場
所
と
日
時
は
、
ご

み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
に
掲
載
し
て

い
る
ほ
か
、
自
治
会
で
の
回
覧
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
近
年
、
収
集
で
き
な
い
も
の
が

持
ち
込
ま
れ
る
事
例
が
あ
り
ま

す
。
こ
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ら
の
ご
み
を
処
理
す
る

た
め
に
は
、
市
が
別
途
処
理
費

用
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ル
ー
ル
違
反
が
続
く
よ
う
で

あ
れ
ば
粗
大
ご
み
の
収
集
が
継
続

で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
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わ
せ
先

　

生
活
環
境
課

粗大ごみ収集について
邑久・牛窓地域の皆さんへ

　
邑
久
・
牛
窓
地
域
の

粗
大
ご
み
は
、「
燃
え

る
粗
大
ご
み
」
と
「
燃

え
な
い
粗
大
ご
み
」
と

し
て
そ
れ
ぞ
れ
年
１
回

収
集
し
て
い
ま
す
。

　
「
燃
え
る
粗
大
ご
み
」

の
日
と
、「
燃
え
な
い

粗
大
ご
み
」
の
日
は
、

出
せ
る
物
が
違
い
ま
す

粗大ごみ収集対象品目

【燃える粗大ごみ】
　・木製家具類
　たんす・机・いす・下駄箱・スプリングなどの金具
　の入っていないソファーなど
　・寝具類
　布団・毛布・スプリングなどの金具の入っていない
　マットレス・じゅうたんなど
※指定袋（黄色）に入る大きさであれば、「燃えるごみ」
　の収集日に出してください。

【燃えない粗大ごみ】
　・家電類
　扇風機・掃除機・電気カーペット・電子レンジ・ストー
　ブ（燃料は必ず抜き取る）など
　・金属類（自転車・スプリング入りソファーなど）
※指定袋（透明）に入る大きさであれば、「金属混合類」
　の収集日に出してください。

【収集できないもの】
　・家電リサイクル法などの対象品目

　テレビ・冷蔵庫・洗濯機・衣類乾燥機・エアコン・

　パソコン

　・建築廃材（アルミサッシ・畳・波板・ガラス戸など）

　・事業用のもの、危険物、塗料、ガスボンベ、バッテ

　リー、タイヤなど

瀬戸内市環境衛生協議会や環境美化推進巡視員に
よる定期的なパトロールが実施されています

①
天
ぷ
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を
揚
げ
る
と
き
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、
そ

　

の
場
を
離
れ
な
い
。
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。

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
空
気
が

乾
燥
し
、
火
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発
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し
や
す
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な
り
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す
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一
人
一
人
が
、
火
災
予
防
に
対

す
る
意
識
を
持
ち
、
火
災
に
よ
る

悲
惨
な
焼
死
事
故
や
貴
重
な
財
産

の
損
失
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
放
火

さ
れ
に
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ま
ち
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く
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実
践
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ょ
う

　
ま
た
、
火
災
ゼ
ロ
を
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ざ
し
、

次
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火
の
用
心
10
カ
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を
守
り
ま

し
ょ
う
。

　安全安心の地域づくりを目指すため、牛窓町牛窓地区の自治会や学校、
ＰＴＡなどを対象に、（財）自治総合センターの宝くじ助成金（共生の地
域づくり助成事業）を活用して、「牛窓地域づくり研修会」を年間通じて
開催しています。
　６月 27 日、７月 11 日の研修会では、住民約 300 人がワークショップ
に参加。南海地震やその津波などの災害を想定し、地域に必要な組織連
携（自主防災組織、市民活動団体、民生委員児童委員などの相互連携）
や地域内で支え合い助け合うことの大切さ、日頃から進めるべき地域活
動などを確認しました。
　７月 28 日には第４回目の研修会として、地域を歩き、ワークショップ
の検証と安全安心の地域づくりに向けた方策をより具体的に検討しまし
た。また、瀬戸内市社会福祉協議会が所有する高齢者疑似体験セットや
車椅子を活用して高齢者に対する理解を深めるとともに、日頃からの声
掛けや良好な関係を形成しておくこと
の重要性について確認することができ
ました。
■問い合わせ先
　地域安全推進室
　☎０８６９ｰ２２ｰ３９０４

支えあい・助けあいのあふれる地域づくりを考える

　　　～共生の地域づくり事業～

災害図上訓練ＤＩＧによるワークショップ 高齢者疑似体験
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。

⑧
寝
る
前
や
外
出
す
る
と
き
に
は

　

必
ず
火
元
を
確
か
め
る
。
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。

⑩
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